Really Exact Readings and Minute Examinations to be Required - a Review on Iwanami Kanshi Kikou Ziten 『岩波漢詩紀行辭典』 edited by TAKEUCHI Minoru by 植木 久行
二
〇
〇
六
年
五
、
京
大
學
名

授
・
竹
實
氏
に
よ
る
『
岩
波
詩
紀
行
辭
典
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
や
や
小
さ
な
文
字
で
組
ま
れ
た
「
本
文
」
の
み
で
六
七
二
頁
に
し
、
目
	や
付

・
索
引
等
を
含
め
る
と
、
八
〇
〇
頁
に
ば
ん
と
す
る
大
で
あ
る
。
「
讀
ん
で
す
る
し
て
讀
む
詩
〔
三
三
〇
〕
と
竹
實
の
渾
然
の
世
界
！
」。
魅
惑
な
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
帶
紙
と
し
た
、
岩
波
書
店
の
意
欲

な
出
版
物
で
あ
る
。
本
書
は
、
○
凡
例
（
序
文
に
か
え
て
）
○
目
	（
載
詩
一
覽
）
○
作
別
載
詩
一
覽
○
表
題
・
名
句
一
覽
○
本
文
○
作

略
傳
○
用
語
解

○
地
名
・
事
項
索
引
○
人
名
索
引
か
ら

り
、
索
引
の
が
き
わ
め
て
充
實
し
て
い
る
。
そ
し
て
本
書
の
中
心
を
な
す
本
文
は
、
以
下
の
ご
と
く
中
國
の
土
に
わ
た
っ
て
い
る
。
序
章
禹
域
第
一
章
江
南
（
江
南
・
杭
州
・
西
湖
・
蘇
州
・
紹
興
・
沈
園
・
鑑
湖
・
南
京
・
江
・
揚
州
）
第
二
章
北
京
と
そ
の
邊
（
北
京
・
北
京
郊
外
・
易
水
・
東
北
・
朔
北
・
山
東
省
）
第
三
章
中
原
（
中
原
・
洛
陽
・
開
封
・
嵩
山
・
太
原
・
雁
門
關
・
雲
岡
・
五
臺
山
・
モ
ン
ゴ
ル
）
第
四
章
長
安
と
邊
境
（
長
安
・
長
安
東
郊
・
長
安
西
郊
・
陝
北
・
邊
塞
・
敦
煌
・
甘
肅
・
新
疆
・
戈
ゴ
壁 ビ
砂
・

）
第
五
章
巴
蜀
（
五
丈
原
・
棧
・
中
・
劍
門
關
・

・
峨
眉
山
）
第
六
章
長
江
悠
悠
（
三
峽
・
荊
州
・
赤
壁
・
湖
北
・
鶴
樓
・
岳
陽
樓
・
洞
庭
湖
・
湘
江
・
長
沙
・
廬
山
・
柴
桑
・
景

）
第
七
章
長
江
下
流
域
（
宣
・
亭
山
・
桃
 潭
・
秋
浦
・
杏
 村
・
正
確
な
讀
解
と
綿
密
な
査
の
「
基
本
」
を
求
む
竹
實

『
岩
波
詩
紀
行
辭
典
』
論
!
植
木
久
行
采
石
磯
・
阿
育
王
寺
・
天
童
寺
・
普
陀
山
・
富
春
江
・
溪
口
・
浦
・
龍
・
泛

う
み
に
う
か
ぶ・
租
界
）
第
八
章
南
と
そ
の
奧
地
（
州
・
廈
門
ア
モ
イ・
桂
林
・
廣
州
・
南
島
・
貴
州
・
昆
明
・
ラ
サ
）
第
九
章
扶
桑
（
東
京
・
須
・
下
關
）
「
域
外
と
し
て
扶
桑
（
日
本
）
を
加
え
、
序
章
の
『
禹
域
』
と
あ
わ
せ
て
一
〇
章
と
」
す
る
。
そ
の
下
に
八
〇
箇
	の
地
名
を
項
目
と
し
て
か
か
げ
、
當
地
ゆ
か
り
の
三
三
〇
首
の
詩
詞
を
嚴

し
、
解
と
譯
を
施
し
た
辭
典
で
あ
る
。

自
身
、
本
書
執
筆
の
ね
ら
い
を
、
こ
う
い
う
、「
を
し
て
胸
を
う
た
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
風
景
は
、
な
に
を
訴
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
む
か
し
の
ひ
と
は
な
に
を
、
ど
の
よ
う
に
感
じ
た
の
か
。
詩
を
つ
う
じ
て
知
る
こ
と
は
、
で
き
な
い
か
。
あ
え
て
こ
う
し
た
疑
問
、
あ
る
い
は

に
こ
た
え
よ
う
と
し
た
」
と
。
そ
し
て
詩
詞
を
し
て
風
景
美
を
再
生
す
る
作
業
の
な
か
で
、
「
地
名
に
ち
な
む
詩
や
詞
が
地
名
と
刺
激
、
共
鳴
し
あ
っ
て
別
格
の
詩
境
を
み
せ
る
。
土
地
も
新
し
い
風
景
に
み
え
て
き
た
」
と
べ
て
、
「
詩
の

の
醍
醐
味
」
を
表
白
す
る
。
（
以
上
、
凡
例
）
本
書
は
、
辭
典
と
し
て
不
可
缺
の
羅
性
と
い
う
點
か
ら
見
れ
ば
、
滿
足
す
べ
き

を
持
つ
。
特
に
租
界
の
項
目
や
扶
桑
の
章
は
、
斬
新
で
は
あ
る
。
し
か
し
後
の
扶
桑
の
章
は
、
中
國
人
の
作
に
限
定
し
て
い
る
た
め
、
容
は
貧
で
あ
る
。
「
禹
域
」
の
詩
紀
行
辭
典
で
あ
れ
ば
、
扶
桑
の
章
は
本
來
不
用
で
あ
る
。
日
本
の
優
れ
た
詩
を
中
心
と
し
た
『
日
本
詩
紀
行
辭
典
』
と
し
て
、
獨
自
の
一
冊
を

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
書
に
收
め
る
、
地
名
ゆ
か
り
の
作
品
は
、
狹
義
の
「
詩
」
だ
け
で
な
く
、「
詞 ツ
ー」
の
名
作
を
多
く
ま
じ
え
た
こ
と
は
、「
名
詩
で
す
る
中
國
（
１
）」
の
魅
力
を
、
よ
り
一
深
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
「
廣
大
無
邊
の
世
界
を
う
た
っ
た
あ
ま
た
の
詩
の
中
か
ら
三
三
〇
を
嚴

。
こ
れ
を
讀
み
解
い
て
時
空
を
超
え
た
を
試
み
よ
う
と
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
辭
典
」
と
見
な
す
書

（
２
）も
、
當
然
生
じ
よ
う
。
廣
大
な
中
國
各
地
を
詠
ん
だ
無
數
の
詩
詞
を
收
集
し
て
、
そ
の
中
か
ら
三
三
〇
首
を

び
、
そ
の
解
と
譯
を
施
す
作
業
は
、
き
わ
め
て
困
で
あ
る
。
し
か
し
本
書
の
場
合
、
詩
詞
の
大
は
、
凡
例
に
あ
げ
た
楊
剛

『
中
國
名
詩
詞
大
辭
典
』
（
浙
江
大
學
出
版
 、
二
〇
〇
一
年
）
に
も
と
づ
い
て
お
り
、
邊
境
を
詠
ん
だ
詩
の

擇
も
容
易
で
あ
っ
た （
３
）。
『
中
國
名
詩
詞
大
辭
典
』
は
、
楊
剛
氏
が
一
九
八
二
年
、
纂
に
!手
し
、
一
九
九
二
年
、
武
市
で
刊
行
し
た
も
の
を
補
訂
・
再
刊
し
た
書
。
中
國
各
地
を
讀
み
"ん
だ
詩
詞
の
#集
・
纂
・
釋
に
二
十
年
$い
努
力
を
傾
し
た
勞
作
で
あ
る
（
４
）。
し
か
し
一
一
二
六
頁
に
お
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
五
集
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よ
ぶ
大
冊
を
、
楊
剛
氏
が
獨
力
で
完
し
て
い
る
た
め
、
參
照
料
の
惡
さ
、
解
や
釋
の
解
も
散
見
さ
れ
る
。
從
っ
て
本
書
を
重
な
參
考
料
と
し
て
利
用
す
る
際
に
は
、
再
度
の
檢
討
が
求
め
ら
れ
る
。
竹
實
	

に
、
楊
剛
	

本
の
り
を
受
け
繼
い
だ
と
こ
ろ
が
あ
る
の
は
、
殘
念
で
あ
る
。
本
書
は
、
日
・
讀
賣
兩
新
聞
の
好
意
な
紹
介
・
書
の
影
も
あ
っ
て
刷
さ
れ
る
ほ
ど
の
賣
れ
行
き
で
あ
る
。
し
か
し
筆
に
は
、
そ
う
し
た
紹
介
や
書
を
行
っ
た
人
は
、
は
た
し
て
詩
の
基
礎
知
識
を
持
っ
た
人
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
疑
問
を
か
ざ
る
を
得
な
い
。
と
い
う
の
は
、

書
の
基
本
で
あ
る
、
作
品
の
正
確
な
讀
解
と
綿
密
な

査
の
面
で
重
大
な
り
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
大
部
の

書
で
あ
れ
ば
、
讀
や
解
が
多
少
生
じ
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
書
は

常
の
レ
ベ
ル
を
遙
か
に
超
え
、
讀
解
の
り
や
料
査
の
不
備
が
際
だ
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
本
書
を
熟
讀
す
る
讀
ほ
ど
解
を
深
め
て
い
く
、
悲
慘
な
事
態
に
る
。
以
下
、
體
例
を
あ
げ
て
、

な
問
題
點
を
指
摘
し
て
み
た
い
。
（
一
）
基
礎
な
知
識
に
關
す
る
問
題
●
四
四
頁
、「
題
臨
安
邸
」
の
に
、「
題
」
を
「
眼
に
あ
る
こ
と
が
ら
や
も
の
に
つ
い
て
詩
文
を
つ
く
る
」
意
と
す
る
。
し
か
し
こ
の
「
題
」
は
、
題
壁
の
風
を
表
す
用
例
で
あ
り
、
詩
を
壁
に
書
き
記
す
こ
と
。
二
〇
二
頁
の
「
題
烏
江
亭
」
の
な
ど
も
、
同
じ
り
を
犯
す
。
●
二
一
五
頁
「
京
」
の
に
、
「
み
や
こ
。
洛
陽
は
長
安
に
な
ら
ぶ
も
う
一
つ
の
み
や
こ
だ
っ
た
」
と
あ
る
。
劉
禹
錫
「
賞
牡
丹
」
詩
の
結
句
「
開
時
動
京
」
の
京
は
、
瞿
蛻
園
『
劉
禹
錫
集
箋
證
』
（
上
古
出
版
、
一
九
八
九
年
、
七
八
九
頁
）
等
に
指
摘
さ
れ
る
ご
と
く
、
じ
つ
は
洛
陽
で
は
な
く
、
長
安
を
指
す
。
當
時
（
中
 ）
の
洛
陽
は
、
す
で
に
皇
!の
訪
れ
が
と
だ
え
た
、
高
官
の
"老
の
地
と
#し
て
い
た
。
解
に
「
牡
丹
の
み
や
こ
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
洛
陽
で
は
さ
か
ん
に
栽
培
さ
れ
た
」
と
あ
る
が
、
洛
陽
の
牡
丹
は
、
北
宋
以
$
%大
と
な
り
、
 代
で
は
、
長
安
に

し
く
劣
っ
て
い
た
。
本
詩
を
洛
陽
の
條
に
收
め
る
の
は
り
。
●
二
六
七
頁
「
千
秋
樂
」
の
に
、
「
萼
相
輝
樓
と
い
う
の
は
宴
會
用
の
建
物
だ
っ
た
ろ
う
。
名
稱
は
り
っ
ぱ
だ
が
、
じ
つ
は
假
設
の
テ
ン
ト
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
」
と
あ
る
。
萼
相
輝
樓
は
、
玄
宗
が
&ん
だ
興
慶
宮
の
西
南
隅
に
、
'政
務
本
樓
と
と
も
に
あ
っ
た
、
豪
奢
な
高
樓
を
指
し
、
「
假
設
の
テ
ン
ト
」
の
可
能
性
は
(く
な
い
。
拙


『
 詩
の
風
景
』
（
)談
・
學
*文
庫
）
五
一
頁
以
下
等
參
照
。
●
二
六
八
頁
「
兵
車
行
」
の
第
四
句
「
耶
孃
妻
子
走
相
+」
の
妻
子
は
、
文
言
の
「
つ
ま
こ
」
（
訓
）、「
女
た
ち
、
子
ど
も
」
（
二
六
九
頁
の
譯
文
）
正
確
な
讀
解
と
綿
密
な
査
の
「
基
本
」
を
求
む
（
植
木
）
209
で
は
な
く
、
「
耶
孃
」
と
同
じ
白
話
と
し
て
の
用
例
。
單
に
「
妻
」
の
意
。
松
浦
友
久
『
校

詩
解
釋
辭
典
』
（
大
修
書
店
、
一
九
八
七
年
）
三
九
九
頁
以
下
參
照
。
●
二
七
〇
頁
「
擣
衣
」
の
に
、
「
衣
を
洗
う
と
き
、
汚
れ
が
ち
る
よ
う
砧 きぬ
たを
打
つ
。
邊
境
に
い
る
夫
に
衣
を
ろ
う
と
洗
	し
て
い
る
」
と
あ
る
。
し
か
し
擣
衣
は
、
織
り
あ
げ
た
絹
布
を
杵
で
打
つ
こ
と
。
纖
維
中
の
膠 にか
わや
不
純
物
を
除
去
し
、
布
地
を
し
な
や
か
に
し
て
光
澤
を
出
す
作
業
。
こ
の
あ
と
裁
斷
す
る
。
拙

『
詩
時
記
』
（
談
・
學
文
庫
）
三
一
八
頁
以
下
參
照
。「
線
の
夫
に

を
と
ど
け
よ
う
と
、
洗
	し
て
い
る
の
だ
」
（
二
七
一
頁
）
は
り
。
●
三
六
六
頁
三
行
目
、
岑
參
「
經
火
山
」
詩
の
「
何
獨
然
此
中
」
の
訓
に
、
「
な
ん
ぞ
ひ
と
り
こ
の
な
か
に
か
く
あ
る
」
と
あ
る
。
こ
の
「
然
」
は
燃
の
本
字
、
も
え
る
意
。
「
か
く
（
あ
る
）」
で
は
な
い
。
「
此
中
」
は
、
二
字
で
「
こ
こ
」
の
意
。
從
っ
て
「
な
ん
ぞ
ひ
と
り
こ
こ
に
の
み
然 も
ゆ
る
や
」
と
な
る
。
●
四
〇
一
頁
、
李
白
詩
の
第
四
句
「
珠
箔
懸
銀
鉤
」
の
訓
に
、「
珠 しん
じ
ゆ
箔 き
ん
ぱ
く銀
の
鉤 か
ぎに
か
か
る
」
と
あ
る
。
し
か
し
「
珠
箔
」
は
眞
珠
の
簾
を
意
味
す
る
一
語
。「
眞
珠
や
金
箔
の
簾
」
（
譯
文
）
で
は
な
い
。
第
七
句
「
今
來
一
登
」
の
「
今
來
」
の
訓
に
、「
い
ま
き
た
り
」
と
あ
る
が
、
二
字
で
「
い
ま
」
の
意
。
「
今
來
」
の
來
は
、
時
詞
に
つ
く
接
尾
辭
。
「
夜
來
」
「
來
」
の
來
と
同
じ
。
「
來
」
字
を
讀
し
た
結
果
、
譯
「
中
、
散
樓
を
み
か
け
、
樓
上
に
の
ぼ
っ
て
眺

し
た
」
が
生
じ
た
。
●
四
七
六
頁
、
本
文
一
行
目
に
、
「
…
詩
に
詠
じ
、
こ
れ
を
み
や
こ
の
張
九
齡
に
お
く
っ
た
」
と
あ
る
。
し
か
し
詩
題
は
、
「
洞
庭
湖
を

み
張
丞
相
（
九
齡
）
に
る
」
で
あ
る
。
は
、
直
接
相
手
に
對
し
て
手
渡
し
す
る
意
。
離
れ
た
人
に
り
と
ど
け
る
場
合
は
、
「
寄
」
の
字
を
用
い
る
。
從
っ
て
「
こ
れ
を
み
や
こ
の
張
九
齡
に
お
く
っ
た
」
と
す
る
の
は
、
り
。
●
五
二
八
頁
、「
疊
嶂
樓
」
詩
の
第
六
句
に
、「
刹
影
亭
亭
古
寺
幽
」
と
あ
る
。
頭
の
「
刹
影
」
の
訓
「
刹 て
らの
つ
く
り
」
は
り
。
こ
の
「
刹
」
は
、
寺
の
意
味
で
は
な
く
、
佛
（
寺
）
の
こ
と
。
「
亭
亭
」
は
、
そ
の
佛
が
高
々
と
立
つ
さ
ま
。
從
っ
て
「
ち
な
み
に
第
六
句
、
刹
と
寺
と
文
字
を
か
え
て
い
る
の
も
、
工
夫
し
た
の
だ
ろ
う
。
境
に
さ
ま
ざ
ま
な
建
物
が
あ
る
と
い
い
た
い
の
で
あ
る
」
（
五
三
〇
頁
）
は
、
解
で
あ
る
。
●
五
四
〇
頁
、
堯
臣
「
采
石
（
「
」
字
を
す
）
郭
功
甫
」
詩
の
第
七
句
「
山
有
冢
人
謾
傳
」
の
訓
に
、
「
山
冢 つ
か
あ
れ
ば
ひ
と
ひ
ろ
く
傳
え
ん
」
と
あ
る
。
し
か
し
「
謾
」
の
字
は
、
「
ひ
ろ
く
」
で
は
な
く
、
「
み
だ
り
に
」
（
い
い
か
げ
ん
に
）
の
意
。
譯
文
「
な
き
が
中
國
詩
文
論
叢
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が
あ
れ
ば
、
が
あ
っ
て
、
ひ
と
び
と
が
ひ
ろ
く
い
い
つ
た
え
る
だ
ろ
う
に
」
は
、
り
。
「
（
當
塗
縣
の
）
山
に
が
あ
り
、
人
々
は
い
い
か
げ
ん
に
（
か
っ
て
に
）
李
白
の
だ
と
言
い
傳
え
て
い
る
」
の
意
。
「
山
」
の
「
あ
お
あ
お
と
樹
が
る
山
。
骨
を
埋
め
る
理
想
の
地
と
さ
れ
、
こ
の
詩
で
も
冢
（
の
土
ま
ん
じ
ゅ
う
）
が
言
さ
れ
て
い
る
」
も
り
。
こ
の
山
は
、
普
名
詞
で
は
な
く
、
固
有
名
詞
。
當
塗
縣
	の
東
南
七
・
五
キ
ロ
の
地
、
そ
こ
に
李
白
の
が
あ
る
。
松
浦
友
久

『
詩
の
事
典
』
（
大
修
書
店
、
一
九
九
九
年
）
五
一
八
頁
參
照
。
（
二
）
詩
形
・
押
韻
・
對
句
の
讀
み
に
關
す
る
問
題
●
八
三
頁
、
王
羲
之
の
「
亭
詩
」
を
、「
五
言
律
詩
」
と
す
る
が
、
五
言
古
詩
の
り
。
仄
上
か
ら
も
律
詩
で
は
な
い
。
東
晉
の
時
、
五
言
律
詩
の
詩
形
な
ど
、
ま
だ
發
生
し
て
い
な
か
っ
た
。
●
一
五
三
頁
、
詩
題
「
居
庸
疊
」
の
に
、
「
七
言
律
詩
」
と
す
る
が
、
七
言
古
詩
の
り
。
換
韻
し
て
い
る
詩
は
、
す
べ
て
體
詩
（

句
・
律
詩
・
排
律
）
で
は
あ
り
え
な
い
。
三
〇
六
頁
「
六
盤
山
」
の
「
五
言
排
律
。
上
聲
紙
・
麌
韻
（
換
韻
）。
…
」
と
あ
る
の
も
、
同
じ
り
。
●
二
〇
〇
頁
、
「
和
垓
下
歌
」
の
に
、
本
詩
を
「
五
言
句
」
と
す
る
が
、
五
言
古
詩
の
り
。
こ
の
傳
・

（
項
の
愛
妾
）
の
作
は
、
六
以
の
作
。
句
は
代
に
な
っ
て
、
初
め
て
立
し
た
詩
形
で
あ
る
。
し
か
も
句
の
聲
律
（
仄
）
に
も
合
わ
な
い
。
●
四
三
二
頁
、
詩
題
「
巫
山
高
」
の
に
、
本
詩
を
「
五
言
律
詩
」
と
す
る
。
確
か
に
「
二
四
不
同
」
を
犯
す
第
五
句
を
除
い
て
、
律
詩
の
聲
律
（
仄
）
に
合
う
が
、
作
の
范
雲
は
律
詩
が
立
す
る
の
、
六
・
梁
の
人
。
從
っ
て
五
言
古
詩
と
見
な
す
べ
き
で
あ
る
。
●
一
五
二
頁
、「
居
庸
疊
」
詩
の
押
韻
は
、
鐵
・
裂
・
（
第
一
・
二
・
四
句
）／
・
老
・
小
（
第
五
・
六
・
八
句
）
で
あ
る
。
（
換
韻
）
從
っ
て
一
五
四
頁
の
解
…
「

の
「
裂
」
「
」
は
入
聲
な
の
で
」「
後
の
「
老
」「
小
」
は
上
聲
な
の
で
」
の
部
分
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「

の
「
鐵
」「
裂
」「
」
は
入
聲
な
の
で
」「
後
の
「
」「
老
」
「
小
」
は
上
聲
な
の
で
」
に
訂
正
す
べ
し
。
●
一
五
六
頁
、
詩
題
「
滄
 」
（
曹
操
の
作
）
の
に
、
「
押
韻
に
と
ら
わ
れ
な
い
」
と
い
う
。
し
か
し
本
詩
は
、
 ・
峙
・
・
!・
裏
と
押
韻
す
る
。
于
安
瀾
『
魏
六
韻
譜
』
（
河
南
人
民
出
版
"、
一
九
八
九
年
）
二
五
六
頁
參
照
。
魏
ご
ろ
の
押
韻
は
、
後
世
の
發
#と
大
き
く
$な
る
口
頭
の
發
#に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
常
の
字
#で
は
推
定
が
き
わ
め
て
困
%で
あ
る
。
●
二
一
三
頁
、
詩
題
「
公
子
行
」
（
抄
）
の
に
、
「
四
句
ず
つ
押
韻
」
と
す
る
。
し
か
し
引
用
部
分
の
詩
は
、
四
句
↓六
句
↓二
句
で
換
韻
し
、
正
確
な
讀
解
と
綿
密
な
&査
の
「
基
本
」
を
求
む
（
植
木
）
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韻
字
は
、
水
・
子
・
裏
／
砂
・
霞
・
・
家
／
香
・
傍
と
な
る
。
●
三
二
九
頁
、
詩
題
「
胡
笳
歌
顏
眞
卿
使
赴
河
隴
西
」
（
「
西
」
字
は
衍
字
）
の
に
、
「
聲
支
（
句
と
第
二
句
）・
（
第
七
、
八
句
）・
文
（
第
九
、
十
句
）、
上
聲
（
第
五
、
六
句
）
韻
（
ほ
か
は
押
韻
に
と
ら
わ
れ
な
い
）」
と
い
う
。
し
か
し
こ
れ
は
、「
聲
支
（
句
と
第
二
、
四
句 	
	）・
（
第
七
、
八
句
）・
文
（
第
九
、
十
、
十
二
句
	
	
	）、
上
聲
（
第
五
、
六
句
）
韻
」
と
訂
正
す
べ
し
。

體
に
言
え
ば
、
本
詩
は
、
悲
・
吹
・
兒
／
・
／
斜
・
笳
／
君
・
雲
・
聞
と
換
韻
す
る
。
中
國
の
古
典
詩
で
は
、
「
押
韻
に
と
ら
わ
れ
な
い
」
作
品
は
基
本
に
存
在
し
な
い
。
●
三
五
〇
頁
「
鳴
沙
山
」
（
抄
）
の
に
「
七
言
古
詩
（
押
韻
に
こ
だ
わ
っ
て
い
な
い
）。
…
」
と
あ
る
。
し
か
し
本
詩
は
、
鳴
・
行
・
／
雨
・

／
・
仙
と
換
韻
し
て
お
り
、
古
詩
の
押
韻
法
に
從
っ
て
い
る
。
「
押
韻
に
こ
だ
わ
っ
て
い
な
い
」
と
す
る
指
摘
は
り
。
●
三
五
五
頁
、
詩
題
「
涼
州
中
與

官
夜
集
」
の
に
、
「
聲
尤
（
第
一
、
二
句
）・
（
三
、
四
）・
上
聲
旱
（
五
）・
聲
（
六
）・
聲
眞
（
七
、
八
）・
上
聲
（
九
、
十
）・
聲
（
十
一
）・
上
聲

韻
（
十
二
）
（
二
句
ず
つ
押
韻
。
た
だ
し
五
・
六
、
十
一
・
十
二
句
は
押
韻
せ
ず
）」
と
あ
る
。
こ
れ
で
は
、
換
韻
の
況
が
不
明
、
解
も
多
い
。
本
詩
は
、
頭
・
州
／
家
・
琶
／
斷
・
漫
／
人
・
春
／
・
老
・
倒
と
換
韻
す
る
。
「
斷
・
漫
」
［
上
聲
旱
（
五
）・
聲
（
六
）］
は
、
古
詩
ゆ
え
の
押
。
「
五
・
六
、
…
は
押
韻
せ
ず
」
は
り
。
わ
り
の
四
句
（
第
九
～
一
二
句
）
は
、
・
老
・
倒
と
押
韻
す
る
。
從
っ
て
「
十
一
・
十
二
句
は
押
韻
せ
ず
」
で
は
な
く
、
第
九
・
十
・
十
二
句
が
押
韻
す
る
の
で
あ
る
。
從
っ
て
「
上
聲
（
九
、
十
）・
聲
（
十
一
）・
上
聲
韻
（
十
二
）」
の
う
ち
、
聲
（
十
一
）
は
カ
ッ
ト
す
べ
し
。
か
く
し
て
「
二
句
ず
つ
押
韻
」
も
り
と
な
る
。
「
書
記
な
か
ま
の
酒
宴
で
、
大
醉
泥
醉
し
た
の
で
、
そ
の
無
禮
ぶ
り
を
あ
ら
わ
す
た
め
か
、
押
韻
も
一
つ
の
韻
で
と
お
す
「
一
韻
到
底
」
で
は
な
く
、
二
句
ご
と
に
押
韻
し
、
し
か
も
、
押
韻
し
て
い
な
い
句
も
あ
る
」
（
三
五
六
頁
）
も
、
明
白
な
り
。
古
詩
の
押
韻
法
に
從
っ
て
お
り
、
「
押
韻
し
て
い
な
い
句
も
あ
る
」
は
解
。
●
二
五
五
頁
、
「
賜
宴
蒙
古
」
詩
の
第
三
句
「
霜
仗
輝
煌
明
塞
日
」
の
下
三
字
の
訓
を
、
「
明
塞
め
い
さ
い
の
日
の
ひ
か
り
」
と
す
る
。
し
か
し
下
句
（

宛
轉
捲
邊
風
）
の
「
邊
風
」
と
對
を
な
す
た
め
、
「
塞
日
」
で
一
語
。
（
明
塞
で
は
意
味
不
明
）
邊
塞
の
太
陽
の
光
を
受
け
て
明
る
く
き
ら
め
く
意
。「
塞
日
に
明
る
し
〔
明
ら
か
な
り
〕」
と
訓
む
べ
し
。
●
三
一
七
頁
、
「

漫
興
」
詩
の
頷
聯
「
名
存
代
渠
古
、
雲
 
空
山
寺
多
」
の
訓
を
、
「
名
の
こ
る
も
代 よ
こ
と
な
り
渠
ふ
る
く
、
雲
と
ざ
す
空
山

か
の
寺
お
お
し
」
と
す
る
。
し
か
し
こ
の
二
句
は
對
句
で
あ
る
た
め
、
「
代
」
は
「
空
山
」
と
對
し
、
中
國
詩
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叢
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「
代
よ
こ
と
な
り
」
で
は
な
く
、「
こ
と
な
る
代
よ
」
（
後
世
、
後
代
）
の
意
。
「
時
代
を
に
す
る
」
（
「
代
」
）
意
味
で
は
な
い
。
常
の
訓
讀
で
は
、
「
名
代
に
存
し
て
渠
古
く
、
雲
空
山
を

と
ざ
し
て

寺
多
し
」
と
な
る
。
●
三
九
四
頁
二
～
三
行
目
、
「
臺
」
詩
の
「
磊
	眞
王
氣
、

茫
大
將
壇
」
の
訓
を
、
「
ら
い
ら
く
ま
こ
と
に
王
氣
あ
り
、
そ
う
ぼ
う
大
將
壇
」
と
す
る
。
し
か
し
こ
の
二
句
は
對
句
。
從
っ
て
「
ら
い
ら
く
眞
王
の
氣
（
あ
り
）、
そ
う
ぼ
う
大
將
の
壇
」
と
な
る
。
「
ま
こ
と
に
王
氣
あ
り
」
で
は
な
い
。
●
六
三
九
頁
二
行
目
、「
丹
崖
樹
色
霜
初
」
の
訓
に
、「
丹
崖
た
ん
が
いの
樹 き
ぎの
い
ろ
霜
の
は
じ
め
を
あ
ら
わ
す
」
と
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
下
三
字
の
訓
は
讀
。
上
句
の
「
搖
浪
處
」
（
浪
を
搖
ら
す
處
）
と
對
を
な
す
た
め
、「
霜
を

つ
く
る
初
め
」
と
訓
む
べ
し
。
（
三
）
基
礎
査
の
不
備
に
關
す
る
問
題
●
一
四
頁
、
詩
題
「
江
南
春
」
の
に
は
、
三
點
の
り
が
あ
る
。
①
「
も
と
の
題
は
、
「
江
南
中
春
」
（
『
樊
川
文
集
』
）」
と
す
る
。
し
か
し
最
良
の
『
樊
川
文
集
』
（
四
部
叢
刊
）
に
は
、
「
江
南
春
句
」
に
作
り
、
よ
り
古
い
『
樊
川
文
集
夾
』
（
明
正
統
五
年
鮮
刻
本
）
の
詩
題
「
江
南
春
」
は
、
「
句
」
の
一
字
を
し
た
も
の
。
②
「
『
三
體
詩
』
の

が
原
題
か
ら
三
字
を
と
っ
て
、
樂
に
あ
わ
せ
て
う
た
う
樂
府
の
題
と
し
た
」
と
す
る
。
こ
れ
は
、
論
據
の
な
い
り
。
③
「
江
南

中
春
」
の
中
は
、
の
中
（
路
上
）
の
意
。
こ
の
「
は
行
政
畫
」
で
は
な
い
。
●
一
八
三
頁
二
行
目
、
玄
宗
の
「
經
鄒
魯
祭
孔
子
而
之
」
詩
の
「

鳳
嗟
身
否
」
に
對
し
て
、
「
お
お
と
り
を
じ
な
げ
く
こ
と
、
あ
り
し
と
か
」
（
訓
）、
「
鳳
凰
が
飛
來
し
て
こ
な
い
の
で
、
さ
す
が
に
息
さ
れ
た
と
か
」
（
譯
文
）
と
い
う
。
し
か
し
句
末
の
「
否
」
は
、
「
…
し
た
か
ど
う
か
。
わ
ざ
と
、
ぼ
か
し
て
表
現
し
た
も
の
」
（
）
で
は
な
く
、
下
句
（
傷
怨
窮
）
の
「
窮
」
字
と
對
を
な
し
、
「
も
の
ご
と
の
ふ
さ
が
る
さ
ま
、
不
」
（
易
の
卦
の
名
）
の
意
。
從
っ
て
譯
も
「
鳳
凰
が
飛
來
し
て
こ
な
い
こ
と
を
悲
し
ん
で
は
、
わ
が
身
の
不
を
お
き
に
な
り
」
と
な
る
。
四
行
目
「
今
看
兩
楹
閒
」
の
閒
は
、
「
奠
」
字
の
り
。
從
っ
て
「
い
ま
兩
楹
の

か
んを
み
る
に
」
の
訓
は
、「
い
ま
兩
楹
に
奠 ま
つら
る
る
を
み
る
に
」
と
な
る
。
從
っ
て
本
句
と
の
句
（
當
與
時
同
）
の
譯
文
「
さ
て
、
い
ま
や
こ
う
し
て
、
お
に
お
參
り
で
き
、
生
家
を
お
た
ず
ね
し
、
先
生
の
に
あ
ら
わ
れ
た
東
西
二
本
の
を
ま
の
あ
た
り
に
み
、
感
激
で
、
い
っ
ぱ
い
で
す
」
（
一
八
四
頁
）
は
、
「
い
ま
私
は
、
こ
う
し
て
（
 廟
の
）
二
本
の
の
に
祭
ら
れ
て
い
る
お
!を
拜
見
し
正
確
な
讀
解
と
綿
密
な
"査
の
「
基
本
」
を
求
む
（
植
木
）
213
て
い
る
。
き
っ
と
先
生
が
の
中
で
ご
覽
に
な
っ
た
の
と
同
じ
景
に
い
な
い
」
に
訂
正
す
べ
し
。
詩
題
「
經
鄒
魯
祭
孔
子
而
之
」
の
に
、
本
詩
を
「
五
言
古
詩
」
と
す
る
が
、
五
言
律
詩
の
り
。
一
八
四
頁
の
解
に
、
「
作
	は

の
玄
宗
。
王
最
期
の
皇

に
し
て
は
稚
拙
な
詩
で
あ
る
」
と
い
う
が
、
日
中
兩
國
で
愛
讀
さ
れ
た
の
孫
洙
『

詩
三
百
首
』
の
な
か
に
收
め
る
作
品
で
あ
り
、
「
孔
子
に
關
す
る
故
事
が
各
句
に
詠
み
こ
ま
れ
た
力
作
」
（
田
部
井
文
雄
『

詩
三
百
首
詳
解
』
大
修
書
店
、
一
九
八
八
年
）、
と
見
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
●
四
八
三
頁
、
「
省
試
湘
靈
鼓
瑟
」
の
に
、
本
詩
を
「
五
言
古
詩
」
と
す
る
が
、
五
言
排
律
の
り
。
古
詩
で
は
な
く
、
體
詩
の
一
種
、
排
律
で
あ
る
。
「
省
試
」
の
「
官
吏
用
試
驗
『
科
』
」
は
、
「
高
等
文
官
格
試
驗
『
科
』
」
に
訂
正
す
べ
し
。
當
時
、
科
（
士
）
に
受
か
っ
た
だ
け
で
は
、
役
人
に
な
れ
な
か
っ
た
。
四
行
目
、「

凄
金
石
」
の
訓
に
、「
か
な
し
き
し
ら
べ
金
石
き
ん
せ
き
を
も
さ
び
し
が
ら
せ
」
、
譯
文
「
悲
し
い
曲
は
金
石
に
ま
で
し
み
い
っ
て
、
感
の
な
い
金
石
が
悲
し
く
思
う
ほ
ど
で
あ
っ
た
」
と
あ
る
。
こ
の
「
金
石
」
は
、
鐘
や
磬 け
い
な
ど
の
打
樂
を
指
す
。
從
っ
て
訓
は
「
か
な
し
き
し
ら
べ
金
石
よ
り
も
凄 す
さ
まじ
く
」
と
な
り
、
譯
も
「
悲
し
い
曲
は
、
鐘
や
磬
よ
り
も
凄
に
ひ
び
き
わ
た
り
」
と
な
る
。
本
文
五
行
目
の
譯
文
に
、
「
堯
の
二
人
の
姉
妹
は
、
瑟
を
ひ
く
の
が
た
く
み
で
、
湘
靈
と
な
っ
た
あ
と
も
、
そ
の
色
は
え
ず
聞
こ
え
て
い
た
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
詩
の
頭
の
二
句
「
善
鼓
雲
和
瑟
、
常
聞
子
靈
」
の
譯
で
あ
る
が
、
そ
の
二
句
は
一
種
の
倒
置
法
で
あ
り
、
「
常
に
聞
く
子
の
靈
は
、
善
く
雲
和
の
瑟
を
鼓
す
と
」
の
意
。
從
っ
て
上
の
譯
文
は
、
不
切
。
四
八
五
頁
三
行
目
に
、
「
湘
水
の
水
は
を
し
め
ら
せ
て
流
れ
、
洞
庭
湖
の
水
面
を
悲
風
が
わ
た
っ
て
い
く
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
流
水
傳
瀟
（
湘
）
浦
、
悲
風
洞
庭
」
の
譯
文
で
あ
る
が
、「
流
水
」「
悲
風
」
が
、
一
種
の
雙
關
語
か
け
こ
と
ば
で
あ
る
こ
と
を
見
 し
て
い
る
。
「
流
れ
る
水
の
よ
う
な
べ
は
、
ら
か
な
湘
水
の
流
れ
に
の
っ
て
流
域
一
帶
に
傳
わ
り
、
悲
し
い
風
を
思
わ
せ
る
べ
は
、
吹
き
よ
せ
る
烈
し
い
風
に
の
っ
て
洞
庭
湖
の
水
面
み
の
もを
渡
っ
て
い
く
」
の
意
。
な
お
、
本
詩
に
つ
い
て
は
、
拙
!『

詩
物
語
―
名
詩
"生
の
#と
實
と
』
（
大
修
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）
一
一
八
頁
以
下
參
照
。
●
五
四
五
頁
、
「
中
峰
夜
坐
」
詩
は
、
參
照
料
が
劣
る
。
古
く
は
、
北
宋
の
釋
惠
洪
『
冷
齋
夜
話
』
卷
六
、
「
智
覺
禪
師
の
詩
を
誦
す
」
の
條
に
、
「
智
覺
禪
師
、
$竇
せ
つ
と
う
の
中
嵓
（
岩
）
に
%し
、
嘗
て
詩
を
作
り
て
曰
く
」
と
し
て
、
本
詩
を
引
く
。
（
智
覺
禪
師
は
宏
智
）
文
字
の
&
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
五
集
214
同
が
大
き
く
、
『
冷
齋
夜
話
』
（
中
書
局
、
陳
新
點
校
、
一
九
八
八
年
）
の
ほ
う
が
テ
キ
ス
ト
と
し
て
優
れ
る
。
○
竹
本
○
『
冷
齋
夜
話
』
（〔
〕
が
文
）
哀
猿

中
岩

〔
孤
〕
猿

中
岩

野
客
吟
殘
夜
燈
野
客
吟
殘
〔
夜
〕
燈
此
景
此
時
誰
會
得
此
〔
境
〕
此
時
誰
〔
得
意
〕
白
雲
深
處
坐
枯
	
白
雲
深
處
坐
〔
禪
〕
	
ち
な
み
に
、

代
の
『
御
宋
金
元
明
四
詩
』
の
う
ち
の
、
『
御
宋
詩
』
卷
七
四
に
は
、
「
竇
中
巖
夜
吟
」
と
題
す
る
（
５
）。
つ
ま
り
本
詩
は
、
天
童
寺
付
の
作
で
は
な
く
、
竇
山
せ
つ
と
う
さ
ん
（
浙
江
省
四
明
山
の
別
峰
。
波
の
東
郊
で
は
な
く
、
そ
の
西
南
五
〇
キ
ロ
の
地
）
で
の
作
。
從
っ
て
「
中
峰
」
の
「
寺
（
天
童
寺
…
引
用

）
の
ま
わ
り
、
太
白
山
の
山
峰
の
一
つ
」
な
ど
は
、
解
。
●
五
五
九
頁
、
「
龍
夜
泊
」
詩
を

の
皮
日
休
の
作
と
見
な
し
、
「
こ
の
詩
は
上
、
龍
（
現
在
の
上
市
の


ま
ち
な
か…
引
用

）
を
う
た
っ
た
詩
と
し
て
は
も
っ
と
も
古
い
」
と
解
す
る
。
こ
れ
は
、
安
易
に
楊
剛
本
に
從
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
詩
は
『

詩
』『

詩
補
』
に
未
收
で
あ
り
、

期
の
上
付
の
況
を
考
え
れ
ば
、
皮
日
休
の
作
と
は
見
な
し
が
た
い
。
●
五
六
〇
頁
に
、
陸
游
の
作
と
す
る
「
登
眺
」
詩
を
收
め
る
が
、
こ
の
詩
題
は
、
錢
仲
聯
『
劍
南
詩
稿
校
』
（
上
古
出
版
 、
一
九
八
五
年
）
の
な
か
に
見
え
な
い
。
（
四
庫
書
本
に
も
見
え
な
い
）。
陸
游
の
詩
で
は
な
か
ろ
う
。
「
作
は
こ
の
夜
、
龍
寺
に
一
泊
し
、
そ
の
感
想
を
う
た
っ
た
詩
も
つ
た
わ
っ
て
い
る
」
と
す
る
が
、
こ
れ
は
楊
剛
本
に
引
き
ず
ら
れ
た
解
。
楊
剛
本
は
、
陸
游
の
「
宿
龍
寂
無
一
人
、
方
丈
!
"
#
$開
、
下
獨
%至
中
夜
」
詩
を
收
&す
る
（
一
七
三
頁
）
が
、
そ
の
詩
は
、
じ
つ
は
「
宿
龍
山
中
、
寂
然
無
一
人
。
方
丈
!、
"
#
$開
。
下
獨
%、
至
中
夜
」
と
題
し
（
『
劍
南
詩
稿
校
』
卷
九
、
七
四
六
頁
）、
四
川
省
で
の
作
。
『
劍
南
詩
稿
校
』
の
に
よ
れ
ば
、
淳
煕
四
年
十
二
、
廣
'で
の
作
。
龍
山
は
廣
'縣
の
南
（
(
'市
の
西
南
郊
外
）
に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
「
龍
寺
に
一
泊
し
、
そ
の
感
想
を
う
た
っ
た
」
詩
は
、
上
市
の
龍
寺
を
詠
ん
だ
も
の
で
は
な
い
。
●
六
二
五
頁
、
「
謫
嶺
南
)中
作
」
詩
は
、
大
中
二
年
（
八
四
八
）
五
の
作
。
作
の
李
*裕
が
、
大
中
二
年
、
洛
陽
か
ら
+州
（
廣
東
省
+州
市
）
司
馬
に
左
,さ
れ
る
-中
の
作
。
五
、
貶
.の
+州
に
/
任
す
る
が
、
そ
の
直
!、
廣
東
省
で
の
作
。
（
傅
0琮
・
1建
國
『
李
*
裕
文
集
校
箋
』
河
北
2育
出
版
 、
二
〇
〇
〇
年
な
ど
參
照
）
從
っ
て
本
詩
を
南
島
の
條
に
收
め
る
の
は
り
。
楊
剛
本
も
る
（
６
）。
ま
た
六
二
六
頁
の
解
、
「
作
は
王
の
宰
相
だ
っ
た
。
そ
れ
が
南
島
に
流
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
流
罪
に
な
っ
て
も
官
職
を
あ
た
え
ら
れ
る
が
、
正
確
な
讀
解
と
綿
密
な
3査
の
「
基
本
」
を
求
む
（
植
木
）
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低
い
。
作
は
司
。
…
」
も
、
も
ち
ろ
ん
り
。
本
詩
は
、
崖
州
司
參
軍
に
左
さ
れ
る
の
、
州
司
馬
在
任
中
の
作
。
「
嶺
水
爭
分
路
轉
」
の
訓
「
嶺 み
ねの
水
は
分
れ
を
あ
ら
そ
い
路
ま
が
り
ま
よ
う
」
の
訓
は
、
「
嶺
の
水
は
爭
い
分
か
れ
て
路
轉 う
たた
ま
よ
う
」
に
訂
正
す
べ
し
。
「
轉
」
は
、
動
詞
「
ま
が
る
」
で
は
な
く
、
副
詞
「
い
よ
い
よ
、
ま
す
ま
す
」
の
意
。
譯
文
は
當
然
訂
正
を
	す
る
。
「
愁
衝
毒
霧
逢
蛇

」
の
訓
「
毒
霧
に
ま
か
れ
蛇
だ


そ
うに
あ
う
を
う
れ
い
」
も
問
題
。
下
句
（
畏
沙
蟲
燕
泥
）
と
對
を
な
す
た
め
、
「
毒
霧
に
ま
か
る
る
を
う
れ
い
て
蛇

に
あ
う
」
と
訓
む
べ
し
。
譯
も
「
毒
霧
に
つ
つ
ま
れ
、
毒

に
で
あ
う
の
が
わ
た
し
の
な
や
み
の
種
だ
」
で
は
な
く
、
「
毒
霧
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
を
心
配
し
な
が
ら
行
く
と
、
毒

に
出
會
う
」
の
意
。
「
蛇

」
の
、
「
蛇
で
さ
え
、
こ
れ
を
か
め
ば
死
ぬ
と
い
う
毒

」
は
疑
問
。
毒
蛇
が
ん
だ

の
こ
と
。
ま
れ
て
枯
れ
た
後
で
も
、
人
が
觸
れ
る
と
指
が
ち
、
腕
が
曲
が
る
と
い
う
。
『

三
體
詩
』
卷
二
（
冨
山
・
文
大
系
、
明
治
四
三
年
）、
村
上
哲
見
譯
『
三
體
詩
』
上
（
日
新
聞
、
一
九
六
六
年
）
等
參
照
。
「
三
更
津
吏
報
鷄
」
の
訓
、「
三
更
み
な
と
の
吏 した
や
く

し
おを
報
じ
る
鷄 と
り
と
な
る
」
は
、
上
句
（
五

田
收
火
米
）
と
對
を
な
す
た
め
、
下
三
字
は
「
鷄
を
報
ず
」
と
訓
む
べ
し
。
「
ま
よ
な
か
に
、
下
役
が
滿
を
し
ら
せ
る
聲
が
き
こ
え
る
。
と
き
を
し
ら
せ
る
鷄
の
よ
う
な
の
で
、
報
鷄
と
い
う
あ
だ
な
だ
」
（
六
二
六
頁
）
の
譯
も
、
「
ま
だ
眞
夜
中
な
の
に
、
渡
し
場
の
役
人
が
、
鷄
が
鳴
い
て
が
滿
ち
、
船
出
の
時
が
き
た
、
と
知
ら
せ
に
來
る
」
と
な
る
。
「
不
堪
腸
斷
思
處
」
の
訓
、「
腸 はら
わ
た
斷
た
れ
ふ
る
さ
と
し
の
ぶ
に
た
え
ざ
る
と
こ
ろ
」
は
、
「
腸
斷
た
る
る
に
た
え
ず
ふ
る
さ
と
し
の
ぶ
と
こ
ろ
（
と
き
）」
に
、
譯
「
斷
腸
の
お
も
い
で
ふ
る
さ
と
を
し
の
ぶ
と
」
は
、
「
斷
腸
の
お
も
い
に
た
え
か
ね
て
、
ふ
る
さ
と
を
し
の
ぶ
と
き
」
に
訂
正
す
べ
し
。
	す
る
に
、
本
詩
の
場
合
、「『
三
體
詩
』
に
も
「
嶺
南
中
」
と
題
し
お
さ
め
る
」
と
し
な
が
ら
、
『
三
體
詩
』
の
譯
書
を
參
照
し
て
い
な
い
の
が
惜
し
ま
れ
る
。
（
四
）
省
略
（
抄
）
に
關
す
る
問
題
●
二
三
一
頁
一
行
目
「
錦
鱗
…
」
（
「
題
晉
祠
」
詩
）
の
句
の
に
、
二
句
省
略
の
記
が
必
	。
そ
れ
を
せ
ず
に
、
單
に
「
十
六
句
」
と
い
う
だ
け
で
は
、
引
用
八
句
の
後
に
、
殘
り
の
八
句
が
省
略
さ
れ
て
い
る
と
錯
覺
し
て
し
ま
う
。
詩
の

・
ば
・
後
部
の
一
續
き
の
引
用
な
ら
ば
、
省
略
の
語
が
な
く
と
も
、
あ
ま
り
問
題
と
は
な
ら
な
い
。
●
四
九
九
頁
、
八
八
句
の
「
琵
琶
行
」
詩
に
關
し
て
い
え
ば
、
一
行
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
五
集
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目
、
「
忽
聞
…
」
句
の
ま
え
に
四
句
の
省
略
が
あ
り
、
そ
の
あ
と
に
ま
た
、
四
句
の
省
略
が
あ
る
。
續
い
て
六
行
目
、
「
未
…
」
句
の
あ
と
に
、
二
句
の
省
略
、
八
行
目
、「
盡
…
」
句
の
あ
と
に
、
第
二
一
句
～
第
六
四
句
の
省
略
、
一
〇
行
目
、
「
相
逢
…
」
句
の
あ
と
に
、
第
六
七
句
～
第
八
六
句
の
省
略
が
あ
る
。
こ
の
ま
ま
の
形
で
譯
出
さ
れ
て
い
る
た
め
、
讀
に
は
ど
こ
に
省
略
が
あ
る
の
か
、
く
分
か
ら
な
い
。
分
量
の
關
係
で
「
抄
」
に
す
る
の
は
や
む
を
得
な
い
が
、
せ
め
て
「
中
略
」
の
指
摘
が
ほ
し
い
。
●
五
五
三
頁
、
「
富
春
」
詩
の
第
二
句
「
一
川
如
畫
…
」
の
あ
と
に
、
中
略
の
記
が
必
。
載
の
し
か
た
は
、
楊
剛
本
そ
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
律
詩
の
首
聯
と
尾
聯
を
あ
げ
て
、
中
	の
頷
聯
・
頸
聯
を
省
略
し
、
中
略
の
指
摘
も
な
く
そ
の
ま
ま
譯
出
す
る
。
本
詩
は
有
名
な
詩
で
は
な
く
、
律
詩
の


部
の
如
く
錯
覺
し
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
本
書
は
辭
典
の
基
本
、
正
確
な
讀
解
と
綿
密
な
査
を
な
い
が
し
ろ
に
し
た
粗
惡
な
書
、
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
新
聞
載
の
高
い
價
は
、
書

の
詩
知
識
の
不
足
を
露

し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
筆
は
す
で
に
詳
細
な
札
記
①
～
⑨
を
完
し
て
い
る
が
、

の
文
章
で
、
本
書
の
水
準
を
充
分
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
こ
で
は
、
大
量
の
札
記
を
載
し
な
い
が
、

覽
希

に
は
メ
ー
ル
に
添
付
し
て
り
た
く
思
う
（
７
）。
今
は
た
だ
、

と
出
版
が
互
い
に
協
力
し
て
、
解
の
流
布
を
防
止
す
る
體
な
方
策
を
る
こ
と
を
熱
し
て
筆
を
置
く
。
［
本
稿
は
科
費
・
基
盤
究
Ｂ
「
詩
跡
（
歌
枕
）
究
に
よ
る
中
國
文
學
史
論
再

―
詩
跡
の
念
・
機
能
・
形
に
關
す
る
究
―
」
（
課
題
番
號
一
七
三
二
〇
〇
五
三
、
究
代
表
・
植
木
久
行
）
の
究
果
の
一
部
で
あ
る
］
【
】
（
１
）
二
〇
〇
六
年
七
 三
日
、
『
讀
賣
新
聞
』
の
出
版
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
見
え
る
、
本
書
紹
介
の
見
出
し
。
（
２
）
二
〇
〇
六
年
七
 十
六
日
、
『
!日
新
聞
』
の
讀
書
"に
載
さ
れ
た
加
#千
洋
（
本

$集
委
員
）
氏
の
書
。
（
３
）
當
然
の
こ
と
な
が
ら
、
作
品
の
文
字
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
そ
の
ま
ま
從
わ
ず
、
別
の
%料
を
用
い
て
檢
討
し
て
い
る
。
（
４
）
同
書
の
卷
末
に
付
す
楊
剛
「
$後
記
」
に
よ
る
。
（
５
）
詩
の
文
字
は
、
『
冷
齋
夜
話
』
と
同
じ
。
ま
た
『
五
燈
會
元
』
卷
一
〇
、
天
臺
韶
國
師
法
嗣
・
永
明
&壽
〔
智
覺
禪
師
〕
の
條
に
見
え
る
詩
の
文
字
も
、『
冷
齋
夜
話
』
と
同
じ
く
、
題
を
缺
く
（
偈
と
す
る
）。
（
６
）
楊
剛
本
の
詩
題
「
貶
崖
州
司
'
(中
」
は
、
ひ
ど
い
り
。
（
７
）
札
記
は
一
太
)で
作
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
開
け
な
い
人
に
は
、
正
確
な
讀
解
と
綿
密
な
査
の
「
基
本
」
を
求
む
（
植
木
）
217
干
文
字
け
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
メ
ー
ル
の
本
文
に
コ
ピ
ー
し
て
り
た
く
思
う
。
筆
の
メ
ー
ル
・
ア
ド
レ
ス
は
、
u
ek
i@
cc.h
iro
sa
k
i-u
.a
c.jp
で
あ
る
。
［
補
］
本
稿
は
、

十
八
年
八
	二
十
四
日
（
木
）
、
弘

大
學
總
合
育
棟
四
階
、
四
一
〇
義
室
で
行
っ
た
科
費
・
基
盤
究
Ｂ
「
詩
跡
（
歌
枕
）
究
に
よ
る
中
國
文
學
史
論
再

―
詩
跡
の

念
・
機
能
・
形
に
關
す
る
究
―
」
に
よ
る
究
會
で
、
「
竹

實

『
岩
波
詩
紀
行
辭
典
』
に
對
す
る
論
―
將
來
の
詩
跡
辭
典
作

想
と
關
さ
せ
つ
つ
―
」
と
題
し
て
發
表
し
た
も
の
を
基
礎
に
書
き
改
め
た
も
の
で
あ
る
。
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
五
集
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